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患
者
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ん
と
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應
義
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を
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広報誌タイトル「すゝめ」とは
タイトルは明治5年から9年にわたって出版された17編を数える
福澤諭吉の大ベストセラー『学問のすゝ め』に因んでいます。

災害拠点病院である当院は災害時に活動できる機動性を持つ医療チーム

（災害派遣医療チーム：DMAT）を有しています。自然災害を含む大規模

な災害・催事対応において必要な医療体制を構築・支援し、傷病者の生

命を守ります。

有備無患 〜災害に備えた専門チーム〜



協
力
し
て
絶
え
間
な
い
治
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

慶
應
病
院
に
は
、
集
中
治
療
セ
ン
タ
ー

と
し
てH

igh C
are U

nit 

（
H
C
U
）

と
呼
ば
れ
る
病
棟
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ

に
は
集
中
治
療
を
要
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

診
療
科
の
患
者
さ
ん
が
入
院
し
て
い
ま

す
。
救
急
科
は
H
C
U
に
入
院
す
る
患

者
さ
ん
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
24
時

間
体
制
で
の
入
退
室
の
管
理
を
行
い
、
ま

た
必
要
に
応
じ
て
主
診
療
科
チ
ー
ム
と
協

働
し
て
安
全
で
質
の
高
い
集
中
治
療
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
ネ
ッ
ト
と
し
て

の
救
急
セ
ン
タ
ー

　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
救
急
セ
ン
タ
ー
は

24
時
間
3
6
5
日
、
救
急
科
専
門
医
資

格
を
持
つ
救
急
医
が
常
駐
し
、
独
歩
受
診

か
ら
重
篤
な
救
急
車
搬
入
患
者
さ
ん
ま

で
、
診
療
科
を
横
断
す
る
多
彩
な
傷
病
の

患
者
さ
ん
の
診
療
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
難
し

く
、
全
国
的
に
も
稀
有
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

2
0
1
8
年
の
新
病
院
棟
へ
の
移
転
に

伴
っ
て
、
当
救
急
セ
ン
タ
ー
は
17
床
に
拡
充

さ
れ
ま
し
た
。
診
療
ブ
ー
ス
の
個
室
化
も

手
伝
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

な
ど
の
感
染
症
の
流
行
極
期
に
も
、
効
率

良
く
救
急
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
2
0
2
3
年
に
は
救
急
車

受
入
台
数
が
8
，0
0
0
台
を
超
え
、
当

院
の
最
多
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。
救
急

要
請
件
数
自
体
の
増
加
に
伴
っ
て
、
多
く
の

救
急
医
療
機
関
で
は
応
需
率
が
低
下
す
る

中
、当
院
は
応
需
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

都
市
部
の
大
学
病
院
と
し
て
、
重
症
か
つ

複
雑
な
病
態
の
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
を

強
化
す
る
一
方
で
、
院
内
で
発
生
し
た
急

変
時
に
も
救
急
セ
ン
タ
ー
の
医
療
チ
ー
ム
が

駆
け
つ
け
診
療
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
当

救
急
セ
ン
タ
ー
は
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
救
急

医
療
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

前
方
連
携
の
強
化

　

当
院
は
、
当
日
に
専
門
医
の
受
診
が
必

要
な
患
者
さ
ん
や
高
度
な
医
療
を
必
要

と
す
る
他
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
患
者
さ

ん
の
受
け
入
れ
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
迅

速
か
つ
円
滑
な
診
療
の
移
行
を
目
的
と
し

て
、
専
用
の
慶
應
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
回
線
を

開
設
し
、
緊
急
受
診
の
窓
口
を
救
急
科
が

担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
秋

に
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
に
開
院
し
た
予
防
医
療

セ
ン
タ
ー
で
発
生
し
た
傷
病
の
救
急
医
療

対
応
も
救
急
科
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

入
院
業
務
・

H
igh C

are U
nit

運
営

　

救
急
科
で
は
、多
発
外
傷
・
重
症
外
傷
、

熱
傷
、
中
毒
、
低
体
温
症
、
熱
中
症
、
敗

血
症
、
急
性
腹
症
、
心
停
止
蘇
生
後
症

候
群
、
軟
部
組
織
感
染
症
な
ど
の
傷
病

を
担
当
し
、入
院
加
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

救
急
科
に
入
院
す
る
多
く
の
患
者
さ
ん

は
、
集
中
治
療
と
い
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

医
療
機
器
を
用
い
た
集
学
的
治
療
を
必

要
と
し
て
お
り
、
原
疾
患
の
治
療
が
奏
功

す
る
ま
で
の
間
、
種
々
の
臓
器
障
害
に
対

す
る
治
療
も
並
行
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
傷
や
熱
傷
、
急
性
腹
症
で
は

手
術
な
ど
侵
襲
的
治
療
が
必
要
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
24
時
間
い
つ
で
も

緊
急
手
術
を
行
え
る
よ
う
な
体
制
を
構

築
し
、
必
要
な
治
療
を
必
要
な
時
に
行

う
方
針
と
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、休
日
・

夜
間
帯
に
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て
く
る

患
者
さ
ん
が
緊
急
手
術
や
集
中
治
療
を

必
要
と
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
た
め
、

夜
間
で
あ
っ
て
も
日
中
と
同
等
の
質
の
医

療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、ス
タ
ッ
フ
一
同
が

救
急
医
療
は
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
ネ
ッ
ト

救急科 医師

佐
さ さ き

々木 淳
じゅんいち

一
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慶應病院DMAT隊のステッカー

活動本部での記録の様子

輪島市役所内のDMAT活動本部活動拠点本部周辺の道路

慶
應
義
塾
大
学
病
院
D
M
A
T
隊
と
能
登
半
島
地
震

　

D
isaster M

edical A
ssistance T

eam
 

（
D
M
A
T
）は
、
災
害
急
性
期
に
活
動
で
き

る
機
動
性
を
持
っ
た
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
で

す
。
D
M
A
T
は
医
師
、
看
護
師
、
業
務
調
整

員（
医
師
・
看
護
師
以
外
の
医
療
職
や
事
務
職

員
、
通
称
ロ
ジ
）で
構
成
さ
れ
、
大
規
模
災
害

や
多
傷
病
者
事
故
な
ど
の
現
場
で
急
性
期
か

ら
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
専
門
的
な
訓
練
を
受

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
慶
應
病
院
で
は
B
C
P

（
P.6 

ご
参
照
）と
連
携
し
て
院
内
の
災
害
訓
練

を
企
画
・
運
営
し
、
病
院
が
被
災
し
た
際
に
安

全
・
迅
速
に
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
を

発
揮
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

D
M
A
T
の
隊
員
は
、
災
害
の
際
の
活
動
を

円
滑
に
行
う
た
め
、
年
に
数
回
の
実
働
訓
練
に

参
加
し
ま
す
。
全
国
規
模
の
訓
練
で
は
九
州
・

四
国
と
い
っ
た
遠
隔
地
に
参
集
す
る
こ
と
も
あ

り
、
大
型
の
医
療
機
器
を
含
め
た
多
く
の
資
材

を
飛
行
機
で
運
搬
し
、
現
地
で
車
を
確
保
し

て
早
朝
か
ら
被
災
想
定
の
地
域
へ
向
か
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
訓
練
エ
リ
ア
が
近
隣
の
場
合
に

は
1
日
で
終
了
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
遠

隔
地
で
は
２
日
以
上
に
わ
た
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
の
訓
練
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
課
題

は
、
月
1
回
の
院
内
の
D
M
A
T
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
に
て
解
決
案
を
相
談
し
ま
す
。
訓
練

の
度
に
必
ず
新
た
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な

り
、
毎
月
話
し
合
う
題
材
は
つ
き
ま
せ
ん
。
備

え
あ
れ
ば
患
い
な
し
を
体
現
す
る
た
め
、
非
災

害
時
で
の
濃
密
な
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
隊
員

個
人
お
よ
び
D
M
A
T
隊
と
し
て
の
成
長
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

D
M
A
T
隊
は
現
地
で
の
医
療
活
動
が
想

定
さ
れ
る
た
め
医
師
、
看
護
師
、ロ
ジ
か
ら
構

成
さ
れ
ま
す
が
、職
種
に
関
わ
ら
ず
全
隊
員
が
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
た
被
災
地
で
の
自
立

生
活
、
活
動
中
の
自
己
お
よ
び
隊
の
安
全
管

理
、
他
の
D
M
A
T
隊
と
の
連
携
、
病
院
外
で

DMAT

の
医
療
活
動
な
ど
に
関
し
て
、
知
識
・

技
術
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上

で
、
医
師
は
隊
員
全
員
の
体
調
管
理

や
医
療
活
動
の
取
り
ま
と
め
と
実
施
、

看
護
師
は
医
療
活
動
に
お
け
る
医
師

の
サ
ポ
ー
ト
や
被
災
者
に
寄
り
そ
っ
た

身
体
・
精
神
面
の
ケ
ア
、
ロ
ジ
は
隊
の

機
動
力
を
確
保
し
た
上
で
の
長
距
離

運
転
や
隊
の
活
動
記
録
な
ど
を
分
担

し
て
行
い
ま
す
。
普
段
は
皆
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
で
全
く
異
な
る
通
常
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害
派
遣
や
訓
練

の
際
に
は
チ
ー
ム一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
６
年
１
月
１
日
、
日
本

中
が
深
い
悲
し
み
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.6 

、
最
大
震
度
7
の

能
登
半
島
地
震
は
、い
ま
だ
多
く
の
被

災
者
が
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
1
月
11
日
午
前
、
我
々

D
M
A
T
隊
は
、
東
京
都
D
M
A
T

調
整
本
部
か
ら
の
指
令
に
基
づ
き
５
名

の
隊
員
が
能
登
半
島
へ
出
動
し
ま
し

た
。
途
絶
し
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
長
期

活
動
を
考
慮
し
て
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

で
の
移
動
を
選
択
し
、１
月
12
日
午
後

2
時
頃
、
参
集
拠
点
で
あ
る
輪
島
市

役
所
内
の
輪
島
市
保
健
医
療
調
整
本

部
に
到
着
し
ま
し
た
。
多
く
の
家
屋

が
倒
壊
し
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
道
が
地
割

れ
し
て
お
り
、
市
役
所
周
囲
も
液
状

化
現
象
で
安
全
と
は
い
え
な
い
地
域
で

し
た
が
、
少
し
で
も
被
災
者
の
負
担
を

軽
く
す
る
よ
う
到
着
直
後
か
ら
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。
慶
應
D
M
A
T

隊
は
隊
長
が
D
M
A
T
活
動
拠
点
本

部
の
副
本
部
長
の
任
に
就
き
、
関
東

地
方
か
ら
派
遣
さ
れ
た
D
M
A
T
隊

最
大
11
隊
を
指
揮
し
な
が
ら
、
市
内

福
祉
施
設
お
よ
び
入
居
者
の
支
援
を

行
い
ま
し
た
。
多
く
の
要
介
護
者
の
避

難
を
実
施
す
る
中
で
、
被
災
者
の
方
々

と
交
わ
し
た
会
話
は
深
く
記
憶
に
残
っ

て
い
ま
す
。
非
常
食
と
寝
袋
生
活
に

慣
れ
て
き
た
現
地
活
動
7
日
目
に
、

新
た
に
来
た
D
M
A
T
隊
へ
業
務
を

引
き
継
い
だ
後
、帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
隊
員
に
と
っ
て
初
め
て
の

災
害
派
遣
で
し
た
が
、
1
月
19
日
午

後
、
隊
員
一
同
無
事
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
D
M
A
T
隊
を
支
援
し
て
下

さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
の
お
陰
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
D
M
A
T
隊
は
病
院
内
で

の
活
動
を
再
開
し
て
お
り
、
今
後
も

続
く
能
登
半
島
へ
の
慢
性
期
医
療
支

援
の
調
整
、
来
年
度
に
予
定
さ
れ
た

院
内
災
害
訓
練
の
準
備
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。
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病院長、副病院長も参加して被害（ 想定 ）の対策を検討します

DMAT 隊の本格的なシナリオによる災害対応訓練の様子

　その後もこのBCPの検証も含め、当院DMAT隊の

主導による災害対応訓練を定期的に行っており、病院

長、副病院長、看護部長も参加して、いざという時に

迅速に対応し患者さんへの医療の提供が継続できるよ

う病院一丸となって努めております。

　病院や社会の状況は常に変化を続けていますので、

策定したBCPの内容も定期的に見直し、改善していく

ことが大切です。BCPは緊急時において患者さんや医

療従事者、そして病院機能を守るための砦になる計画

です。深刻なリスクに直面しても冷静に対応できるよう、

今後もBCPの見直しに積極的に取り組んでまいります。

大学病院が取り組む災害時のBCP（事業継続計画）

　BCPとは災害などの緊急事態における企業や団体

の事業継続計画（Business Continuity Planning）

のことで、特に日本では2011年の東日本大震災をきっ

かけにその重要性がますます注目されてきました。

　防災マニュアルが、災害時に患者さんや従業員の安

全、資源の確保を目的とするのに対し、BCPは災害時

でも病院の医療機能提供を維持することが目的です。

特に災害拠点病院においてBCPは大規模災害などの

緊急事態に必要不可欠で、当院では2013年に初版を

作成し、その後、元消防庁の専門家による見直しなど

の改定を経て、2022年8月に第3版が完成し現在に

至っています。

療方針の決定から、外科的手術の適応判断と実践、お

よび周術期管理を行うべく、全22部門のエキスパートが

一枚岩のチームとなって診療を行うことのできるセンター

を立ち上げました。これまでの豊富な診療経験に基づい

て、個々の患者さんに応じた最適の治療方法を検討し、

外科的治療のみならず、抗がん剤治療や放射線照射等

あらゆる治療手段を駆使して全力で治療にあたってまい

ります。

　本疾患を専門的に扱う施設は全国でも稀であり、本

疾患と診断されてもどこに受診すべきか悩まれている患

者さんや医療機関は数多く存在すると考えられます。ど

うぞお気軽に当センター（主な窓口：一般・消化器外科）

までご連絡ください。

　2023年10月より大血管浸潤腫瘍治療センターを開設

いたしました。大血管浸潤腫瘍とは、大動脈や下大静脈

といった大血管を巻き込んで成長（浸潤）した腫瘍の総

称です。大血管に浸潤する腫瘍は抗がん剤や放射線

照射では治療効果が得られないことも多く、その場合は

外科的手術（手術で腫瘍をすべて摘出する）が唯一の

治療法となります。しかしながら、本疾患に対する外科

的手術は、さまざまな臓器の合併切除や、浸潤された大

血管を切除し再建するリスクの高い高難度手術であり、

必然的に手術を行うことができる施設は限られてしまい、

施設によっては手術不能とされることも少なくありません。

　慶應義塾大学病院では、正確な診断の下、適切な治

―外科的切除が困難な腫瘍にエキスパートが集結し挑む―
大血管浸潤腫瘍治療センター

腹腔内を占拠する
巨大腫瘍

大動脈・下大静脈へ浸潤した腫瘍

腹部大動脈下大静脈
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外来診療時間
面会時間

休診日

〈受付時間・休診日〉
このQRコードをスマートフォン
などで読み取っていただくと診
療担当医表がご覧になれます。
なお病院入り口脇の電子掲示
板にも掲載しています。

〈診療担当医表〉

「 すゝめ 」Vol.21 　2024 年 3 月 29 日発行　編集・発行／慶應義塾大学病院広報誌編集チーム
慶應義塾大学病院 〒160 - 8582 東京都新宿区信濃町 35 番地　03 - 3353 - 1211（ 代表 ）　URL: https://www.hosp.keio.ac.jp/

8時40分〜12時00分、13時00分〜16時00分
※�面会は医療上必要な場合に制限させていただいております。
　詳しくは病院のウェブサイトをご覧ください。

日曜日、第1・3土曜日/国民の祝日・休日/年末年始（12月30日～1月4日）
/2024年8月31日（土）/2025年3月29日（土）

※�2024年9月23日（月）、11月4日（月）、2025年2月11日（火）、3月20日（木）
　は外来診療日です。

COLUMN ボランティアサークル50年への感謝を込めて

こちらの QR コードからアンケートにアクセスしていただき、
広報誌すゝめで読んでみたい記事など、ぜひご意見をお聞かせください。

アンケートに
ご協力ください

Information
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「ボランティア感謝の集い」より

2024年9月23日（月）、11月4日（月）、2025年2月11日（火）、3月20日（木）は外来診療日といたします。また、2024年8月31日（土）、
2025年3月29日（土）は、第5土曜日ですが休診日となりますのでご注意ください。
※1月10日は以前は慶應義塾の休日として休診日でしたが、現在は外来診療日となっております。2025年1月10日（金）も外来診療日です。

2024年度の外来診療日の変更について

がん相談支援センターでは「患者サロン」を定期的に開催してい
ます。2023年10月から対面開催を再開しました。テーマごとに
講義、交流会の時間を設け、スタッフ・参加者同士での情報交
換を行っています。最新の情報は、下記QRコードをご確認下さ
い。皆さまのご参加をお待ちしております。

患者サロン
2024年5月を目途に、3号館3階での外来を開始します。そこでは、
大学病院としての専門性を活かしつつ、メディカル・フィットネス、美
容形成、ロボット歩行リハビリ等といった自由診療を提供する準備を
進めています。詳細は順次、ウェブサイト等でお知らせいたします。

3号館（南棟）3階オープン

すゝ め第19号での愛称募集にたくさんのご応募をありがとうござい
ました。選定の結果、「移動をサポートし、そばにいて支えてくれる、
寄り添ってくれる友達のような存在」であることからフランス語で友
達を意味するAmi（あみぃ）に決定しました。今後ともAmiをよろ
しくお願いします。

車いす型自動運転サービス
WHILLの愛称決定：A

あ み ぃ

mi
【2024 年度 開催予定 】
第1回　2024年  6月
管理栄養士による「がん治療中の食事について」の
レクチャーを予定しています。

第2回　2024年  9月

第3回　2024年12月

第4回　2025年  3月

【 お問い合わせ 】
慶應義塾大学病院　がん相談支援センター
電話：03 - 5363 - 3285

最 新の情 報
は こ ちら の
QRコードか
らご 確 認 く
ださい。




